









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































   「副」→「長」→「面倒見役」
   と年次ごとに繰り上がる．
・氏子総代は高年齢順に




































































































































































































































１ ２ （２） - （-） ２ ４ ８
２ １ （０） １ （０） ２ ２ ６
３ ２ （２） １ （１） ２ ２ ７
４ ４ （２） - （-） １ ２ ７
５ １ （１） １ （１） １ ４ ７
６ ２ （１） １ （０） １ ３ ７
７ １ （０） ４ （０） ２ - ７
未加入 ２ （２） １ （１） - - ３


















































































































































































































































提供元 内容 費用（円） 利用場面 備考
飯山市 予約型乗合タクシー 200～400 通院，買物 月・水・金曜日のみ要予約
長野県警察 タクシー料金の値引き １割引き 通院，買物 運転免許返納高齢者が対象
瑞穂地域の
小売店Ａ 小売店Ａまでの送迎 無料 買物 水曜日のみ
 （聞き取り調査，飯山市ホームページ，長野県警察ホームページにより作成）
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ている．冬季は別居子宅で生活する高齢者世帯も
みられ，冬の期間に数回，子女が雪下ろしと屋敷
地の雪かきに来訪する．冬季も居住し続ける高齢
者世帯においても別居子は大雪時や雪下ろしが必
要な時に来訪して作業を行う．しかし，別居子に
よる援助が困難な場合もある．その際は地縁によ
る援助がみられる．単身で生活する５組に居住す
る80歳代女性は１時間あたり2,000円を支払うこ
とで近隣の友人に依頼している．
他方，近年の耐雪型や自然落雪型の屋根の普及
により，雪下ろしの頻度は減少している．３組に
居住する60歳代男性の世帯は，自然落雪型の屋根
を採用した主屋を旧主屋の隣に新築した．新築し
た主屋は，自然落雪型の屋根の採用により雪下ろ
し作業が不要となっている．屋根の傾斜は隣接す
る農地へ落雪するように設計されており，その農
地が主屋よりも一段低くなっていることから落雪
した雪の片付けも必要ない．この世帯は新たな技
術の活用と地域の特性を活かした雪への対応を
行っていた．
ところで，高齢者世帯のような除雪作業が困難
な世帯に対する行政による除雪支援がないわけで
はない．飯山市では高齢者世帯等を対象に住宅除
雪支援事業５）を実施している．除雪作業は１時間
当たり2,020円かかるが，そのうちの1,720円は飯
山市が負担し，対象世帯は300円が自己負担とな
る．しかし，長野市以北（長野市，須坂市，中野
市，信濃町，飯綱町，小布施町，高山村，山ノ内
町，木島平村，野沢温泉村，栄村，飯山市）に親
族がいる場合は支援の対象外となる．このような
制約もあり，この住宅除雪支援事業の利用者は福
島地区には存在しなかった．
Ⅳ　福島地区における住民生活の存立形態
Ⅳ－１　福島地区における過疎山村問題
近年の福島地区における世帯数の減少は，高度
経済成長期のような経済的な理由による挙家離村
ではなく，家主の他界や別居子による老親の呼び
寄せにより発生している．これは家財を継承する
子女が親と同居していないことを意味する．福島
地区の住民のライフコースにおいて，転出の契機
となっているのが高等教育への進学である．日本
は社会的・経済的発展の中で高等教育への進学率
を上昇させてきており，1970年代には５割を超え，
2010年代には８割前後で推移している．しかし，
こうした高等教育機関は人口の集中する都市部に
立地する傾向にある．福島地区に居住しながら通
学が可能な高等教育機関は僅少であり，転出せざ
るを得ない状況にある．
こうして転出した若年者が帰郷するにあたって
も就業先の確保が問題となる．福島地区における
就業先は，居住地選択の自由度の高い業種や農山
村地域に入植した工場，資格を必要とする業種が
目立ち，都市部に多い会社員はあまり多くない．
また，飯山市全体としては高い割合を示した農業・
林業でさえ，急峻な地形から効率的な農業経営は
難しく，職業として農業を営むのは困難である．
このように福島地区の就業先は限定的であり，就
労機会の乏しさが若年者の帰郷への障壁となって
いる．しかし，20歳代の福島地区住民は一定程度
みられる．これは日本経済の不況に伴う就職困難
が影響している．福島地区の20歳代は非正規雇用
が多く，正規雇用先が決定するまでの期間を親元
で生活していると予想されるからである．こうし
た20歳代を福島地区に定住させるためにも就業先
の確保が重要である．
他方，若年者の流出による福島地区の過疎化や
高齢化は，集落機能の維持に弊害をもたらしてお
り，基礎組織における役職の兼任や祭事の簡略化
が生じている．また，高齢者世帯が増加しており，
そうした高齢者の生活の維持が問題となる．山村
において高齢者世帯の生活を維持するのに重要と
なるのが通院や買物のための移動手段の確保であ
る．福島地区では70歳代であっても自動車の運転
免許を保有する者が多く，移動に関する支援を必
要としない高齢者が多数いる．しかし，自動車の
運転が不可能になった時の不安は抱いていた．一
方，80歳代以上の高齢者世帯では運転免許を保有
しない者が増え，彼らは別居子の支援や公共交通
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手段，企業のサービスを利用していた．
また，特別豪雪地帯に位置する福島地区は雪へ
の対応が求められる．主要道路は行政により除雪
作業が行われており，冬季であっても自動車の利
用が可能である．住民は屋敷地や幅員の狭い道路
を除雪する．福島地区住民は地区内の傾斜や農地
を活用し，地域特性を活かしながら除雪している．
また，耐雪型や自然落雪型の屋根の導入により，
雪害への耐性を高めている．高齢者世帯に関し
ては，別居子による支援が重要であり，別居子か
らの支援が得られない時は近隣の友人が支援者と
なっていた．行政による高齢者世帯等を対象とし
た除雪支援はあるものの，対象者の条件的制約も
あり，福島地区では有効に活用されていなかった．
Ⅳ－２　農地再生とその課題
1990年代後半には，瑞穂地域で地域資源を活用
した地域振興への機運が高まり，瑞穂の郷づくり
委員会６）が発足し「新みずほの国づくり構想」が
打ち出された．1998年より福島地区においても集
落上部の荒廃した棚田の復活と活用を目的に棚田
保存会が結成された．1999年には復田された棚田
が「日本の棚田百選」に選定され，同時期より地
元小学校を中心に複数の学校において田植え・稲
刈り体験を実施してきた（写真２）．また，2001
年には棚田を含めた集落景観が「日本の原風景」
として評価され，映画２作品の撮影の舞台となっ
た．2000年から2003年には大規模な補助事業を利
用して資機材が拡充されたほか，準備休憩施設お
よびため池が設置され棚田周辺の環境整備が進ん
だ．準備休憩施設が完成すると，湧水を利用して
ソバ打ちが行われ，打ったソバは主に５月の大型
連休に準備休憩施設で提供されている．ソバの販
売開始時には飲食物の提供を行うのに保健所の認
可が必要であったので，ソバ飲食組合を立ち上げ
た．その後，提供するソバを自給するにあたり行
政より補助金を得やすいよう，2013年頃にソバ耕
作組合を組織している．以上のような棚田保存会
やソバ飲食・耕作組合の活動は，イベント時を中
心に地区への多くの来訪者を創出している．また，
「日本の棚田百選」や映画の撮影舞台となったこ
とは，少数ではあるが恒常的な来訪者をもたらし
ている．しかし，こうした来訪者が福島地区に与
える経済効果は微少であり，また，来訪者が移住
するには至っていない．
この集落上部における棚田の再生は，そもそも
文化的遺産の復元としての意味合いが強く，地域
振興のための具体的な活用策の検討は不十分で
あった．今後，この復田棚田を地域振興の中心地
とするならば，若年者に魅力ある活用策が望まれ
る．福島地区における過疎化および高齢化の要因
は若年者の転出に端を発しており，集落機能は50
歳代から70歳代によって維持されてきた．山村と
いう地域性から高等教育への進学による若年者の
都市部への転出は避けられないものの，修了後に
帰郷できるような環境づくり，つまり就業先を確
保することが求められる．
復田棚田は文化的遺産であるだけでなく，現在
でも来訪者があるように観光資源として活用でき
よう．その際，ほかの地域資源と合わせて活用す
ることで，今まで観光の通過地点であった福島地
区に滞在させ，経済活動を行わせる仕組み作りが
必要である．例えば，伝統的工芸産業に指定され
る内山紙の技術を復活させ，商品販売や紙すき体
験を行うのも１つであろう．また，福島地区の背
後に鎮座する万仏山は修験道の山とされ，参道に
は「三十三観音」が並ぶなど歴史を有する山であ
る．この万仏山に関する歴史ガイドを行うのも可
写真２　地元小学生による田植え体験
 （2016年５月　松原撮影）
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能である．多雪地域であることも利点と成り得る．
冬季になれば復田棚田は雪に覆われてしまうが，
そこを舞台に飯山市信濃平地区の「かまくら祭り」
や飯山市街地の「いいやま雪まつり」のように雪
を利用した観光振興も図れる．その際，眺望の開
けた山村という福島地区の特性を活かした宣伝に
より，すでに実践している地域と差別化できると
思われる．以上に述べたのは筆者の思いつく地域
資源の活用であり，ほかにも多数存在することは
言うまでもない．
しかし，上述したような事例を実践するには人
力が必要であり，地区内に残る若年層を積極的に
参加させるべきである．日本経済の不況から福島
地区には20歳代の非正規雇用者が少なからず存在
する．そのような彼らを積極的に参加させること
は，時間的・経済的に制限のある正規雇用者を参
加させるよりも容易であると考えられる．そして，
こうした若年層の住民には，彼らが有する紐帯を
活用した広域的な情報収集・発信と地区への知識
の伝達が望まれる．若年者の多くは高等教育を修
めるために，転出経験を有し，広域で多様な紐帯
を持つ．したがって，若年者は地区の外部で得た
経験や人脈を活用した地区の「再生」に向けた取
り組みを展開するべきである．そのためには地区
の体質改善が求められ，年功序列に基づく自治会
運営は若年層の発言力を低下させかねない．意欲
のある住民の重要な役職への積極的な登用を可能
とする自治会運営が求められる．
Ⅴ　結論
本研究は，飯山市福島地区を事例に，豪雪過疎
山村地域における人口流出問題，就業問題，高齢
化問題，除雪問題について総合的に把握した上で，
地域「再生」への取り組みの実態と課題を検討す
ることで住民生活の存立形態を明らかにした．要
約すると以下のようになる．
福島地区における人口流出問題としては，高度
経済成長期以来，若年者の流出が顕著であった．
世帯数の減少は，別居子による老親の呼び寄せや
家主の他界によって発生している．近年では世帯
構成員の一部，特に20歳前後の若年者が高等教育
を修めるために都市部へ転出するのが目立つ．転
出した若年者は都市部に移住してしまう場合が多
く，高等教育修了後に帰郷するのは少数である．
若年者が福島地区に帰郷しない理由として，就
業機会の乏しさが挙げられる．福島地区における
就業先は建設業や食品製造・工場が多く，会社員
やサービス業に従事する者は僅少である．また，
帰郷した若年者には非正規雇用者が目立ち，就業
問題の深刻さが窺える．こうした就業問題が若年
層の人口を減少させており，福島地区の高齢者人
口の割合を高めていた．
高齢化問題として，通院および買物といった空
間的移動を伴う活動に着目すると，高齢者におけ
る自動車運転免許の有無は，彼らの生活行動に大
いに影響していた．免許を保有する高齢者は通院
あるいは買物が時間的な制約を受けることなく行
えていた．一方，非免許高齢者は交通手段が別居
子の自家用車か公共交通，小売店の送迎サービス
に限定され，時間的な拘束が大きかった．
除雪問題に関しては，主要道路は行政により除
雪され，屋敷地や幅員の狭い道路は住民に任され
る．福島地区では農山村地域という地域特性を活
かしながら除雪作業を行い，雪対策の技術革新も
あって，雪害に対する耐性は小木曽（1986）と安
食（1988）によって報告された1980年代よりも向
上していた．体力が低下した高齢者世帯における
除雪は別居子の支援が重要であったが，別居子に
よる支援が困難な場合は，近隣の友人が支援者と
なっていた．
福島地区でみられた地域「再生」への取り組み
として，荒廃した棚田を復活させ，そこを拠点に
豊かな自然を活かした来訪者との交流活動がみら
れた．しかし，経済効果は僅少で新規移住者の獲
得にもつながっていない．福島地区における過疎
化および高齢化の要因は若年層の流出にあり，若
年層を福島地区に定住させるためにも，地区内の
経済活動を活発にする必要があった．筆者はいく
つかの方策を示したが，そうした方策を実現する
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には，地区に残る若年層の積極的な参加が求めら
れる．そのためにも福島地区の集落機能は50歳代
から70歳代によって維持されてきたが，若年者の
意見の尊重されやすい自治会運営に転換する必要
があった．
本稿の作成にあたり，飯山市経済部農林課の皆様，棚田保存会会長の丸山福治氏，現地調査の実施当時
に福島区長を務めていた小林今朝伴氏および宮川正一氏をはじめとする福島地区住民の皆様には多大なる
ご協力を賜りました．また，横浜国立大学大学院教育学研究科の院生である吉村直介氏には現地調査に同
行いただき，随所でご活躍いただきました．末筆ながら以上を記して感謝申し上げます．
なお，本稿で記述した棚田の保全活動に関しては2016年日本地理学会秋季学術大会（東北大学）におい
て発表した．
［注］
１）2015年３月に北陸新幹線の長野－金沢間が開通したのにともない，長野－妙高高原間がしなの鉄道，
妙高高原－直江津間がえちごトキめき鉄道に移管されている．
２）利用したデータ元が国勢調査と農林業センサスとで異なることから，集計範囲に差異が生じている．
その状況を踏まえて算出した．
３）戸那子，中組，富田，神戸，関沢，小菅，針田，笹沢，柏尾，北原が該当する．
４）「ユイ」は主に集落内における地縁関係に基づく労力交換を言い，「マキ」は本家と分家といったよう
な血縁関係に基づく労力交換を言う．
５）高齢者世帯のほか，母子世帯，高齢者世帯と母子世帯の混合世帯，傷病・障害者世帯，入院世帯，生
活保護世帯とこれに準ずる世帯が対象である． 
６）活動実態が不明として2016年度の活動を持って解散となる予定である．
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